
一般会計予算及び特別会計予算「これが聞きたい」…………Ｐ２～Ｐ５
一般会計補正予算「これが聞きたい」……………………………… Ｐ６
各常任委員会Ｑ＆Ａ ……………………………………………Ｐ７～Ｐ９
賛否議案、議会改革検討特別委員会 ……………………… Ｐ10～11
常任委員会研修報告及び活動報告 ……………………… Ｐ12～13
議会のうごき…………………………………………………………Ｐ13
一般質問（16名の議員が登壇）…………………………… Ｐ14～21
HPをリニューアル・編集後記・前号の訂正…………………………Ｐ22

２月定例会 次回定例会は５月29日開会予定です。

（大分市役所・大分川ダム工事事務所）

発行／佐賀県神埼市議会　佐賀県神埼市千代田町直鳥166－１　TEL0952－44－2082　編集／議会広報編集特別委員会

第3４号

神埼市
議会だより

平成27年５月13日
2015年

目次

産業建設常任委員会視察研修



神埼市議会だより　第34号

2

平成27年度一般会計当初予算
前年度当初予算比　7.95％増額に

　

27
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

主
な
継
続
事
業
と
し
て
、
市
道
国
営
千
代
田
西
１
号
線
道
路

改
良
事
業
、
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
（
暗
渠
排
水
工
事
）

な
ど
基
盤
整
備
の
充
実
。

　

ま
た
、
主
な
新
規
事
業
と
し
て
、
神
埼
市
合
併
一
〇
周
年

記
念
事
業
（
広
報
番
組
ラ
ジ
オ
放
送
・
バ
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ
・

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付
）、
櫛
田
宮
前
の
旧

古
賀
銀
行
神
埼
支
店
跡
の
復
元
工
事
の
着
手
、
ソ
フ
ト
事
業

で
は
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
ボ
ー
ク
ー
ル
市
姉
妹
都
市
交
流
事

業
、
勢
福
寺
城
跡
整
備
活
用
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
。

新
規
事
業
及
び
そ
の
他
の
主
な
事
業

☆
新
規
事
業

・
空
き
家
改
修
費
助
成
事
業

・
神
埼
市
南
部
工
業
団
地
造
成
事
業

・
合
併
一
〇
周
年
記
念
地
域
次
世
代
育
成
支
援
事
業

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

・
神
埼
市
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
事
業

☆
そ
の
他
の
主
な
事
業

・
中
心
市
街
地
拠
点
整
備
事
業

・
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

・
小
学
校
、
中
学
校
校
舎
屋
根
・
外
壁
改
修
事
業

　
（
防
災
機
能
強
化
）

・
さ
が
の
米
・
麦
・
大
豆
競
争
力
強
化
対
策
事
業

平成 26 年度　一般会計当初予算

平成 27 年度　一般会計当初予算

※円グラフの数字は、見やすいように金額を四捨五入
して表記しています。そのため総額と各項目の合計
は合いません。

平成27年度
歳出内訳（項目別）

総額
145億8,000万円

総務費
14億277万円
9.6％

議会費
1億9,228万円
1.3％

民生費
47億2,296万円
32.4％

衛生費
11億138万円
7.6％

労働費
1,084万円
0.1％

農林水産業費
19億4,234万円
13.3％

商工費
1億5,998万円
1.1％

土木費
10億420万円
6.9％

消防費
5億9,390万円
4.1％

消防費
5億9,390万円
4.1％

教育費
12億155万円
8.2％

公債費
22億1,491万円
15.2％

予備費
2,000万円
0.1％

諸支出金
９万円災害復旧費

1,280万円
0.1％

平成26年度
歳出内訳（項目別）

総額
135億600万円

総務費
13億9,070万円
10.3％

議会費
1億8,643万円
1.4％

民生費
45億6,445万円
33.8％

衛生費
10億1,882万円

7.5％

労働費
6,044万円
0.4％

農林水産業費
14億6,570万円
10.9％

商工費
1億2,462万円
0.9％

土木費
5億1,076万円
3.8％

消防費
5億6,047万円
4.1％

消防費
5億6,047万円
4.1％

教育費
15億9,561万円
11.8％

公債費
19億9,456万円
14.8％

予備費
2,000万円
0.2％

災害復旧費
1,331万円
0.1％
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予
算
委
員
会
の
主
な
質
疑

　

総
務
企
画
部

　

市
民
福
祉
部

議
員　

議
会
活
動
を
幅
広
く
市
民
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
議
会
だ
よ

り
が
重
要
と
考
え
る
が
、
ペ
ー
ジ
数

増
等
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

議
会
事
務
局
長　

昨
年
度
よ
り
、
議

会
報
告
会
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の

際
に
参
加
者
に
配
布
す
る
報
告
会
資

料
分
が
あ
り
、
充
実
し
た
予
算
で
あ

る
。

議
員　

地
方
交
付
税
は
、
当
初
見
込

み
は
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
神
埼
市
の
財
政
運
営
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

財
政
課
長　

昨
年
と
比
較
す
る
と
、

１
億
円
ほ
ど
増
額
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
影
響
は
、
平
成
26
年
度
の
錯
誤
分

が
計
上
さ
れ
、
額
は
１
億
９
千
万
円

で
あ
る
。

議
員　

中
心
市
街
地
拠
点
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
全
体
構
想
が
見
え
て

い
な
い
。
事
業
完
了
後
の
誘
客
目
標

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

当
事
業
に
つ
い
て

は
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と
に
地
元
、

Ｃ
Ｓ
Ｏ
等
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
、
地

元
が
活
用
し
や
す
い
拠
点
に
し
て
い

く
。
誘
客
数
等
に
つ
い
て
は
、
今
後

詰
め
て
行
く
。

議
員　

空
き
家
改
修
費
助
成
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
内
建
築
業
者
か
ら
借

用
等
に
関
す
る
想
定
や
意
見
の
聞
き

取
り
等
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

不
動
産
会
社
等
の

意
見
を
聞
い
て
、参
考
に
し
て
い
る
。

議
員　

神
埼
市
合
併
10
周
年
広
報
番

組
ラ
ジ
オ
放
送
事
業
を
す
る
に
当

た
っ
て
、
現
在
放
送
し
て
い
る
ラ
ジ

オ
番
組
に
つ
い
て
、
視
聴
者
数
な
ど

の
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

ラ
ジ
オ
放
送
は
、

テ
レ
ビ
と
違
っ
て
視
聴
率
は
調
査
し

て
い
な
い
。
反
響
は
熊
本
県
ま
で

あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

議
員　

ゴ
ミ
処
理
費
の
予
算
が
近
年

減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
本
年
度
予

算
が
増
加
し
て
い
る
が
、
何
故
か
。

市
民
福
祉
部
長　

平
成
26
年
度
当
初

予
算
と
比
較
す
る
と
27
年
度
当
初
予

算
は
年
度
分
で
計
上
し
て
お
り
、
一

部
年
度
で
計
上
で
き
な
か
っ
た
部
分

が
あ
り
、
補
正
で
４
，
９
８
２
万
円

を
計
上
し
、
例
年
並
み
の
金
額
で
予

算
計
上
し
て
い
る
。

議
員　

私
立
・
管
外
保
育
所
運
営
事

業
に
お
い
て
、
認
定
こ
ど
も
園
利
用

の
保
護
者
負
担
分
は
ど
こ
で
徴
収
す

る
の
か
。

福
祉
課
長　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
園

が
徴
収
し
て
い
る
。

議
員　

保
育
料
の
軽
減
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長　

第
１
子
は
現
行
ど
お

り
、
第
２
子
半
額
、
第
３
子
無
料
、

小
学
３
年
ま
で
は
、
軽
減
割
合
は
同

じ
で
変
わ
っ
て
い
な
い
。

議
員　

乳
幼
児
一
時
預
か
り
事
業

で
、
一
時
預
か
り
を
相
談
し
て
も
保

育
園
の
都
合
で
対
応
し
て
も
ら
え
な

い
と
聞
く
が
、ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

福
祉
課
長　

国
の
基
準
ど
お
り
保
育

を
行
っ
て
お
り
、
一
時
、
保
育
士
不

足
に
よ
り
対
応
が
出
来
て
い
な
い
。

議
員　

生
き
が
い
活
動
支
援
事
業
に

つ
い
て
、入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
千
代
田
、

脊
振
の
利
用
者
も
「
も
み
じ
の
湯
」

を
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

高
齢
障
が
い
課
長　

入
浴
施
設
は
そ

れ
ぞ
れ
あ
る
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

メ
ニ
ュ
ー
に
組
み
込
め
ば
可
能
で

す
。
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産
業
建
設
部

　

教
育
委
員
会

議
員　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事

業
に
お
い
て
、
新
た
に
第
四
期
事
業

が
始
ま
る
こ
と
と
な
る
が
、
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
等
を
踏
ま
え
、
今
後

の
中
山
間
地
域
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

農
政
水
産
課
長　

推
進
会
議
を
３
回

開
催
し
、
そ
の
中
で
も
平
成
27
年
度

か
ら
の
新
た
な
第
四
期
事
業
へ
の
加

入
推
進
・
取
り
組
み
強
化
の
依
頼
を

行
っ
て
い
る
。
加
入
を
見
合
わ
せ
る

意
向
の
組
織
に
対
し
、
近
隣
協
定
組

織
へ
の
編
入
も
含
め
、
今
後
懸
念
さ

れ
る
農
地
荒
廃
対
策
の
充
実
を
当
該

事
業
の
交
付
金
を
活
用
し
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
て
い

る
。

議
員　

農
地
中
間
管
理
事
業
に
お
い

て
、
農
家
自
体
が
農
地
を
「
農
地
中

間
管
理
機
構
」
に
預
け
る
こ
と
に
困

惑
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の

対
応
や
説
明
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

農
政
水
産
課
長　

集
落
営
農
組
織
の

法
人
化
の
協
議
を
集
落
で
十
分
に

行
っ
て
か
ら
農
地
中
間
管
理
機
構
に

委
ね
る
か
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
中
間
管
理
機
構
に
農
地
を
預
け

る
こ
と
は
強
制
で
は
な
い
。

議
員　

ク
リ
ー
ク
防
災
機
能
保
全
対

策
事
業
の
工
事
発
注
遅
れ
に
よ
る
農

業
共
済
面
積
の
変
更
で
苦
慮
さ
れ
て

お
り
、
発
注
を
早
め
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

農
政
水
産
課
長　

早
期
着
工
を
前
倒

し
て
発
注
す
る
。
崩
壊
が
２
割
ほ
ど

あ
る
法
落
ち
に
関
し
て
は
、
県
管
理

部
分
で
も
部
分
的
に
対
応
し
て
貰
っ

て
い
る
。

議
員　

韓
国
霊
岩
郡
交
流
事
業
で
４

月
の
訪
韓
は
、
議
員
の
経
費
が
公
費

支
出
で
あ
る
が
、
市
民
感
情
か
ら
も

公
費
支
出
は
好
ま
し
く
な
い
と
思
う

が
、
将
来
的
な
交
流
も
踏
ま
え
ど
の

よ
う
な
考
え
か
。

市
長　

議
員
も
こ
れ
ま
で
私
費
で
行

か
れ
た
方
も
あ
る
。
百
済
門
の
本
物

を
造
り
た
い
の
で
、
一
度
は
ぜ
ひ
じ

か
に
見
て
頂
く
こ
と
も
大
切
と
考
え

る
。

議
員　

南
部
工
業
団
地
造
成
事
業
に

つ
い
て
は
、
工
事
コ
ス
ト
削
減
か
ら

ク
リ
ー
ク
防
災
機
能
保
全
対
策
事
業

の
残
土
等
を
活
用
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

産
業
建
設
部
長　

当
工
業
団
地
造
成

工
事
の
盛
り
土
に
つ
い
て
は
、
東
部

議
員　

学
校
教
育
現
場
が
以
前
と
比

べ
て
荒
れ
て
い
る
と
聞
く
。
具
体
的

な
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

生
徒
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
当
初
は
教
師
の
生
徒
指
導

に
よ
る
も
の
で
し
た
が
、
教
師
指
導

を
複
数
人
化
す
る
な
ど
に
よ
る
指
導

の
工
夫
や
保
護
者
会
の
協
力
、
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
連
携
し
た
指

導
に
よ
り
効
果
が
現
わ
れ
て
き
た
。

年
度
当
初
の
４
月
は
重
要
な
時
期
と

捉
え
、
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
対
処

し
て
い
き
た
い
。

　

農
業
委
員
会
関
係

議
員　

過
去
、
女
性
農
業
委
員
で
の

婚
活
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現

在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

現
在
は
婚

活
事
業
は
行
っ
て
い
な
い
。

農
林
事
務
所
な
ど
と
協
議
し
、
コ
ス

ト
削
減
に
努
め
て
行
き
た
い
。

議
員　
「
神
埼
市
の
基
幹
産
業
は
農

業
」
と
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
が
、

ハ
ー
ド
事
業
と
同
様
に
新
た
な
農
業

政
策
と
し
て
ソ
フ
ト
面
の
支
援
策

を
。

市
長　

意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
新

し
い
品
種
対
応
へ
の
支
援
を
考
え
た

い
。
農
業
者
の
所
得
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
行
き
た
い
。



神埼市議会だより　第34号

5

　

神
埼
市
国
民
健
康
保
険

　

事
業
特
別
会
計

　

神
埼
市
下
水
道
事
業

　

特
別
会
計

議
員　

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
将

来
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

教
育
部
長　

脊
振
小
学
校
・
中
学
校

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
統
廃

合
の
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

議
員　

神
埼
市
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
事

業
の
事
業
目
的
が
理
解
し
に
く
い
。

宿
泊
訓
練
を
充
実
さ
せ
た
方
が
良
い

と
思
う
が
。

教
育
部
長　

今
、
行
っ
て
い
る
宿
泊

訓
練
と
の
違
い
は
二
泊
の
日
程
を
計

画
し
て
い
る
。
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
地

で
あ
る
九
重
は
、
雨
が
降
れ
ば
九
電

地
熱
発
電
所
の
資
料
館
等
も
あ
り
、

対
応
で
き
る
。

議
員　

保
険
税
の
所
得
割
限
度
額
が

１
万
円
上
げ
ら
れ
た
と
理
解
す
る

が
、現
行
の
医
療
分
の
均
等
割
・
平
等

割
・
所
得
割
を
合
せ
た
51
万
円
か
ら

１
万
円
上
が
っ
た
場
合
の
所
得
は
。

市
民
福
祉
部
長　

一
世
帯
一
人
が
国

議
員　

農
業
集
落
排
水
事
業
の
現
在

の
加
入
率
は
。
ま
た
、
使
用
開
始
か

ら
何
年
経
過
し
て
い
る
の
か
。

下
水
道
課
長　

農
業
集
落
排
水
事
業

の
加
入
１
４
３
戸
で
加
入
率
84
％
。

供
用
開
始
し
て
16
年
、
接
続
し
て
い

な
い
理
由
は
分
析
し
て
い
な
い
。

教
育
部
長　

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
の
給

食
は
変
わ
ら
な
い
。

議
員　

神
埼
市
内
小
中
学
校
国
際
交

流
事
業
で
、
神
埼
中
学
校
・
千
代
田

中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行

う
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

国
際
交
流
も
茶

道
、
華
道
、
古
事
記
な
ど
日
本
の
歴

史
を
知
り
、
日
本
文
学
を
知
る
こ
と

は
大
切
だ
と
思
う
の
で
、
し
っ
か
り

と
学
習
さ
せ
国
際
交
流
に
生
か
し
て

い
く
。

議
員　

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
管
理
事
業
で
佐

賀
新
聞
電
子
版
の
使
用
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
記
事
を
使

う
の
か
。
学
習
用
情
報
端
末
に
あ
え

て
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　

子
ど
も
の
新
聞
離
れ
が

囁
か
れ
て
い
る
な
か
で
、
小
さ
い
時

か
ら
新
聞
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら

う
観
点
か
ら
、
特
定
な
分
野
を
問
わ

ず
授
業
で
取
り
入
れ
た
い
。

　

ま
た
、
授
業
で
端
末
を
使
い
友
達

と
情
報
交
換
を
図
り
な
が
ら
新
聞
に

親
し
む
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。

民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
場

合
の
所
得
は
、
５
百
15
万
３
千
円
が

医
療
費
分
の
限
度
額
に
達
す
る
所
得

で
あ
る
。

議
員　

脊
振
学
校
給
食
と
の
統
廃
合

後
も
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
給
食
を
続

け
て
い
く
の
か
。



神埼市議会だより　第34号

6

補　正　予　算

平成26年度一般会計補正予算　第６号
3億4,685万7千円の減額

平成26年度一般会計補正予算　第７号
1億3,071万5千円の追加

平成26年度一般会計補正予算　第６・７号（補正後の額）
歳入歳出　149億6,090万4千円

・各事業の決算見込みに伴う補正、農業基盤整備促進事業、森林整備加速化・林業再生事業、
農業用施設の災害復旧費などがあり、採決の結果、全会一致をもって原案を可決した。

・地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金を活用した事業であり、採決の結果全会
一致をもって可決した。

これが聞きたい！

Q 当初予算で運用委託料をどのように積算していたのか。

A 当初見込んでいた園児数に対し、実際の園児数が少なかった。０歳児から預かることがで
きるが、最近は３歳児から預ける方が多い。過去の数字を参考にして計上していた。

Q シイタケ部会へ本事業で補助することによって、どれくらいの収益がシイタケ部会に上が
ると見込んでいるのか。

A
３月から４月にかけ植菌し、早くて翌年の春に収穫できる。通常は春と秋に収穫できるが、
ハウスで栽培している方もいる。榾

ほだ

木
ぎ

からの収穫は概ね数年程度で、育成環境も影響し、
量的な変動がある。

Q 脊振地区と千代田東部地区が補助金の加算があるが、議論を重ねたのか。

A
これまで、市内における近年の新規住宅着工の状況等を考慮し、併せて市内の公平性にも
配慮しながら庁内議論を重ねてきた。今回の事業は初めての取り組みでもあり、事業開始
後の軌道修正等も考慮している。

Q 購入予定のベビーカーやベビーベッドの 50台の根拠は。

A 貸与の対象者としては、市民税非課税世帯及び均等割りのみの世帯を想定しており、購入
数根拠としては、平成 25 年度児童手当の新規認定者の課税状況を考慮した数である。

せふり保育園運営費　△ 1,000 万円

森林整備加速化・林業再生事業　1,807 万 1 千円

定住促進対策事業　4,720 万円

ベビー用品貸与事業　390 万６千円

市民福祉部

産業建設部

総務企画部

市民福祉部
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Q
神埼市特別職報酬等審議会の答申において、社会経済情勢を見て報酬の見直しをするとい
う内容であったが、社会経済情勢を見てとは具体的にどのようなことなのか。

A

神埼市特別職報酬等審議会とは民意を反映するために設置している委員会である。神埼市
内の経済状態や国の動向等を考慮して答申が行われる。景気の状態や議会においては、組
織の見直しをしたことや議会改革について取り組んでいることから、市長が審議会に諮問
を行い、計３回の審議会による審議を経て、今回の答申が市長へ行われた。

Q

新教育委員会制度では総合教
育会議が創設され、招集する
のは市長だが、教育委員の意
見は生かされるか。

A

教育委員会としての政治的中立
性の確保、教育の執行機関とし
ての立場、できる限り幅広い教
育委員会の意見を出していただけるように、教育委員を１名増員している。教育方針や教
育の基本になる部分についての事務局は教育委員会で掌握した方がいいと考えており、教
育委員会の現場の執行機関として意思を尊重したいと考えている。

Q

新教育委員会制度において、教
育長の任期と教育委員の任期が
１年違うのは、どのような理由
によるものか。

A

新教育委員会制度の中で、教育
長の任命は市長となる。市長の
任期は４年であり、その任期中での任命を重視されたことから、教育長の任期は３年と定
められている。市長任期の中で１回は教育長を任命するということで、教育行政へ関わる
こととされている。

各常任委員会のＱ＆Ａ

総務常任委員会

総務企画部

　《議案第１号》（起立多数）
神埼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

　《議案第２号》（全員賛成）
神埼市職員の定数条例等の一部改正について
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各常任委員会のＱ＆Ａ

Q
せふり保育園の将来的な運営について、せふり
保育園の定数が何名を下回った時に具体的に考
えていくのか。

A 園児数も少なくなっており、早急に検討するよ
う考えております。

Q 教育委員を１名増員する理由は、現在の構成にどういう課題があって増やすのか。

A

現在の教育委員会の委員は教育長を含めて５名となっております。学校の教職員経験者と
しては２名、保護者代表、民間企業にお勤めの方となっております。１名増員する根拠と
しては、高等教育に精通された方や幼児教育に精通された方、義務教育に関連する知識を
お持ちの方にも入っていただいた方が、より活発な意見をいただけるのではないかと考え
ております。
　教育の専門家が教育委員の中に一定数必要だろうということ、実際に子供を育てられて
いる方の意見をきちんと反映できる教育委員会であることが必要だと思っております。第
３者としてみることができる人も必要だろうという部分では、ある意味で幅広い構成の方
が、色んな方面からの意見がいただけるのではないかと思います。

Q

今回の改正では教育委員会の
問題に市長の考えが大きく影
響するが、どこまで市長の考
えを受け入れるか。

A
教育委員会そのものは、引き続き執行機関となります。教育現場をつかさどる部分は、教
育委員会であり、そのトップである教育長です。何か問題があった場合には、教育長と市
長が同じ立場の中で教育行政というものを考えた方がいいだろうということです。

文教厚生常任委員会

せふり保育園

市民福祉部

教育委員会

　《議案第７号》（全員賛成）
神埼市立せふり保育園設置条例の一部改正について

　《議案第10号》（全員賛成）
神埼市教育委員会委員の定数に関する条例の制定について
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各常任委員会のＱ＆Ａ

Q
農産物直売所での販売額の 20％を使用料（売上額に率を乗じた額）として徴収する方法は、
好ましくない。また、農産物等を販売される地元農家の生産意欲・販売意欲等を損ねる恐
れがあるが。

A

旧条例では、施設使用目的別に使用料設定がなかったため、今後、農産物等の販売活動が
再開された場合など他の営利目的の個人・団体等に対応するため、細分化した施設使用料
設定を行っている。今回の施設使用料（売上額に 20％を乗じた額）については、これまで
の農産物直売所運営費徴収料と同じ考え方で使用料設定を行っており、再度、地元協議会
が利用される場合も従前と同じ条件で行えるよう考慮している。また、地元及び団体等か
らの販売利用申請時の際に販売行為内容や運営手法等を判断し、適宜、対応していきたい。

Q 販売休止後の施設の利用は、どのように考えているのか。また、地元への払い下げ等は考
えていないのか。

A
菱の里建設時に、加工所と販売所及び畳スペースは、地元が管理しながら公民館のような利
用をしてもいいという話があったと聞いている。払い下げとなると、他の地区の施設とのバ
ランスもあると思う。地域の方の利活用についても配慮をする必要があると考える。

Q 用途廃止により下神代団地の住宅が一戸となるが、防犯の観点からも他の市営住宅等へ転
居されるようなことは必要ではないのか。

A 入居者にあっては、現在転居の意向は持たれていないが、今後の検討事項であると考えて
いる。

Q 当該敷地は一定の面積があるが、今後の利活用の計画はあるのか。

A 現時点で結論は出ていない。地元の意見を聞きながら利活用について考える必要があると
考えている。

Q 市内には、緊急車両が進入できない路線も存在する。最低でも、生命や財産を守る観点か
ら、緊急車両が進入できるような施策が必要ではないのか。

A 基本的には地元の区長の要望を踏まえ、対処していきたい。

Q 市道区域変更「防城線」において路線認定箇所に接続し、北側の馬場川に架かる橋は、極
端に幅員が狭いが、今後架け替えの計画はあるのか。

A 当該橋の老朽化と狭小は認識している。河川管理者の土木事務所と拡幅要望について、今
後協議していきたい。

　《議案第８号》（全員賛成）
直鳥環濠地区農産物直売施設の設置及び管理に関する条例等の一部改正について

《議案第９号》（全員賛成）
神埼市営住宅管理条例の一部改正について

《議案第13号》（全員賛成）
市道路線の認定について

平成27年５月定例会（議案８・９号、議案第13号）

産業建設常任委員会
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賛否があった議案を紹介します。
〈議案第１号〉
神埼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

〈議案第８号〉
直鳥環濠地区農産物直売施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について

〈意見書第１号〉
政党助成金の廃止を求める意見書（案）

　市民を取り巻く状況を見ると、年金の引き下げや昨年４月からの消費税の増税。地方におい
ては景気回復の兆しは感じることができない状況であり、苦しい生活状況です。
　平成 25 年９月議会での議員定数削減の理由は、他市と比較して議員数が多いこと、また市
の財政状況を憂慮しての削減ではなかったのか、定数削減を行っての経費削減効果も現れてい
ないことも含め反対討論とします。

　予算特別委員会でも質問しましたが、他の市町村の直売施設等を参考にして料金が改定され
ているが、非常に割高になっていることと、利用者が使いにくい料金改定になっていることを
指摘し反対討論とします。

　神埼市特別職報酬等審議会答申の額改定理由として、「特別職の報酬及び給料等については、
合併８年を経過し据え置きとなっている。市民を取り巻く厳しい経済情勢や雇用状況はあるも
のの、議員報酬については全国的にも下位に位置し、県内 10 市の中では最下位の状況である。
現実として、兼業を持たない者からすれば、生活基盤があった上での議員活動であり、以上の
ことから、嬉野市と同等程度が望ましいと考えた」とあり審議会の答申を尊重すべきであり賛
成討論とします。

議案内容を紹介します
　神埼市特別職報酬等審議会の答申により、議員報酬月額「300,000 円」を「310,000 円」に改める。

議案内容を紹介します
　直鳥地区の農産物直売施設の利用系形態の変更に伴い、使用料の変更を行う条例改正。

意見書の内容を紹介します
　政党助成金制度が 1995 年に創設されて以降、毎年 320 億円もの税金が、日本共産党以外の
政党に投入され、2014 年末までの支給された総額は 6,311 億円にのぼる。
　そもそも政党助成金は、支持もしていない政党に、事実上の「献金」を国民に強要するもの
であり、「思想信条の自由」「政党支持の自由」に反する憲法違反の制度であり、制度の廃止を
強く求める。

〈議案に対する反対討論〉　中野　均　議員

〈議案に対する反対討論〉　野口　英樹　議員

〈議案に対する賛成討論〉白石　昌利　議員
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原　
　

信
義
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○

○

○

片
江　
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○

×

×

佐
藤　

知
美

○

○

○

○

福
田　

淸
道

○

○

○

○

松
本　

軍
二

○

○

×

×

木
原　

憲
治

○

○

×

×

葊
瀧　
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○

○

×

×

山
田　

一
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○

×

×

田
原　

和
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○

○

×

×

原
口
ひ
さ
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○

○

×

×

白
石　

昌
利

○

○

×

×

野
副　

昭

○

○

×

×

野
口　

英
樹

×

×

×

○

藤
瀬　

光
正

○

○

×

×

中
野　
　

均

×

○

×

×

簑
原　
　

忍

○

○

×

×

宮
地　
　

明

○

○

×

○

西
原　

正
剛

○

○

×

×

山
口　

義
文

○

○

×

×

永
沼　
　

彰

果結決議号番案議

可決

可決

否決

否決

議案第１号

議案第８号

意見書第１号

意見書第２号

賛否一覧表 ※議案について、賛成・反対の双方があった場合のみ表示しています。

〈意見書第２号〉
社会保障の連続削減を中止し、充実を求める意見書（案）
意見書の内容を紹介します
　安倍内閣は、社会保障に充てるとして、2014 年４月消費税３％の引き上げを行い、８兆１千
億円の増税をしながら、「社会保障の自然増に切り込む」という大方針を掲げ、社会保障の現
状さえ維持せず、際限のない負担増と削減を進めています。
　そもそも国には、憲法 25 条に基づき、社会保障を充実する責任があります。そして社会保
障政策は経済成長にとっても有効であり、全国的な活性化や雇用の拡大にもつながることは全
国の実例からも明らかであり、よって社会保障の充実を強く求める者です。

議会改革検討特別委員会の委員長報告

　

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

で
は
、
去
る
11
月
10
日
に
第
１

分
科
会
、
第
２
分
科
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
２
つ
の
分
科
会
と

も
調
査
体
制
を
整
え
、
各
項
目

に
つ
い
て
具
体
的
な
審
議
に
入

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
３
月
13
日
の
小
委
員

会
で
、
分
科
会
か
ら
の
報
告
内

容
を
整
理
し
、
３
月
19
日
の
特

別
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
科
会
よ
り
審
議
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
両
分
科
会
と
も
審
議
途
中

で
結
論
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

現
段
階
で
の
意
見
交
換
と
い
う

形
で
、
全
員
で
の
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

　

第
１
分
科
会
で
は
、
議
案
審

議
の
方
法
、
各
種
委
員
会
及
び

審
議
会
と
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ

に
、
第
２
分
科
会
で
は
、
予
算

特
別
委
員
会
の
組
織
機
構
に
つ

い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
分
科
会
に
お
い
て

は
、
県
内
市
議
会
の
調
査
結
果

を
基
に
、
課
題
解
消
の
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
継
続
し
て
審
議

し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
後
、
改
革
案
、

改
善
案
を
さ
ら
に
具
体
化
し
、

改
革
案
が
神
埼
市
議
会
で
も
十

分
に
機
能
す
る
よ
う
精
査
し
、

ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
実
施
が
可
能
な
も
の

か
ら
順
次
、
実
践
し
、
議
会
活

動
を
明
確
に
市
民
に
伝
え
、
開

か
れ
た
議
会
の
実
現
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

山口　義文 委員長
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総務常任委員会の委員長報告

文教厚生常任委員会の委員長報告

　

平
成
27
年
２
月
６
日
に
、
佐

賀
広
域
消
防
局
の
通
信
指
令
セ

ン
タ
ー
視
察
の
後
、
佐
賀
広
域

消
防
局
の
概
要
と
火
災
・
救
急
・

救
助
等
の
実
績
に
つ
い
て
調
査

研
修
を
し
ま
し
た
。

　

佐
賀
広
域
消
防
局
と
神
埼
地

区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

が
、
平
成
25
年
４
月
に
合
併
。

佐
賀
市
、
多
久
市
、
小
城
市
、

神
埼
市
、
吉
野
ヶ
里
町
の
５
市

町
が
統
合
し
、
業
務
開
始
さ
れ

て
い
る
。

　

統
合
に
よ
る
効
果
と
し
て
、

一
般
建
物
火
災
の
場
合
、
消
防

力
は
統
合
前
の
約
２
倍
、
到
着

所
要
時
間
も
短
縮
し
た
。
又
、

中
高
層
建
物
火
災
の
場
合
に
お

い
て
も
、
早
期
に
、
は
し
ご
車

を
現
場
に
投
入
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
更
に
、
重
複
し
た
救

急
出
動
で
も
、
非
番
で
の
対
応

が
不
要
と
な
り
、
常
に
人
員
が

　

１
月
20
日
と
21
日
、
岡
山
県

総
社
市
及
び
岡
山
県
浅
口
市
に

行
政
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

総
社
市
は
「
障
害
者
千
人
雇

用
事
業
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
法
令

で
定
め
る
給
付
以
外
に
独
自
の

手
法
で
障
害
者
の
就
労
を
進
め

る
取
り
組
み
は
、
市
の
責
務
と

市
民
の
役
割
を
明
確
に
し
た
も

の
で
し
た
。
市
長
が
覚
悟
を

持
っ
て
、
こ
の
事
業
に
着
手
し

た
こ
と
が
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
最
大
の
理
由
だ
と
思
い
ま

す
。「
愛
さ
れ
る
こ
と
」「
褒
め

ら
れ
る
こ
と
」「
役
立
つ
こ
と
」

「
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
」
こ
の

４
つ
が
究
極
の
幸
せ
で
あ
り
、

こ
の
４
つ
の
す
べ
て
が
、
働
く

こ
と
を
通
じ
て
得
ら
れ
、
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
地
域
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
市
長
が
認
識

し
、
こ
れ
を
職
員
又
市
民
が
共

有
で
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
、

と
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
さ
に
、
こ
れ
が
福
祉
の
理
念

確
保
さ
れ
て
お
り
災
害
へ
の
対

応
力
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
な

い
な
ど
、
効
果
的
な
運
用
が
可

能
と
な
っ
た
。

　

又
、
医
師
同
乗
救
急
車
を
出

動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
救
命

率
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
説
明
を
受
け
た
。
そ

し
て
、
統
合
に
よ
り
メ
リ
ッ
ト

が
拡
大
し
て
き
た
事
と
、
住
民

の
安
心
安
全
の
確
保
の
為
に
、

常
に
緊
張
感
を
持
っ
て
訓
練
し

な
が
ら
、
業
務
が
な
さ
れ
て
い

る
事
を
改
め
て
実
感
し
た
。

で
あ
り
、
神
埼
市
に
お
い
て

も
、
子
育
て
支
援
、
学
校
教
育

の
充
実
等
様
々
な
事
業
に
着
手

し
て
い
ま
す
が
、
大
人
も
子
供

も
共
に
成
長
し
て
い
く
よ
う
な

事
業
の
あ
り
方
を
追
求
し
て
い

け
ば
、
事
業
目
的
以
上
の
成
果

も
出
せ
る
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

国
の
制
度
に
頼
る
事
業
だ
け
で

な
く
、
神
埼
市
独
自
の
着
眼
点

を
持
っ
て
研
究
し
て
頂
き
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
と
し

て
も
今
後
の
テ
ー
マ
と
し
て
研

究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

松本　軍二 委員長

田原　和幸 委員長

総務常任委員会行政視察（佐賀消防局）

文教厚生常任委員会行政視察（総社市）
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議会広報編集特別委員会の委員長報告

　

去
る
１
月
14
・
15
日
に
広
島

県
大
竹
市
議
会
と
坂
町
議
会
に

「
議
会
だ
よ
り
」
編
集
に
つ
い

て
研
修
を
行
っ
た
。

　

大
竹
市
議
会
は
編
集
委
員
が

７
名
で
、
内
容
が
偏
ら
な
い
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
。
ペ
ー

ジ
数
は
15
ペ
ー
ジ
と
少
な
い

が
、
内
容
が
充
実
し
た
も
の
で

非
常
に
見
習
う
点
が
あ
っ
た
。

　

特
に
注
目
し
た
点
は
、
表
紙

が
市
民
の
写
真
を
シ
リ
ー
ズ
で

掲
載
し
、
市
民
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の

ペ
ー
ジ
も
あ
り
、
読
む
側
と
し

て
身
近
に
感
じ
ら
れ
「
見
て
み

よ
う
、
読
ん
で
み
よ
う
」
と
思

わ
せ
る
も
の
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

坂
町
議
会
は
、
過
去
に
表
彰

を
受
け
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

「
議
会
だ
よ
り
」
編
集
に
対
す

る
強
い
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

た
。
す
べ
て
の
内
容
を
編
集
委

員
で
行
い
、
一
般
質
問
の
原
稿

も
編
集
委
員
で
執
筆
さ
れ
て
い

た
。
内
容
に
お
い
て
議
員
や
執

行
部
か
ら
の
指
摘
も
な
く
、
毎

回
完
成
ま
で
20
日
間
で
作
業
を

さ
れ
て
い
た
。
内
容
は
子
ど
も

の
写
真
が
多
く
、
賞
品
付
き
ク

イ
ズ
掲
載
等
、
市
民
の
興
味
を

引
く
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。

　

神
埼
市
の
「
議
会
だ
よ
り
」

は
、
写
真
が
少
な
く
、
文
字
が

多
く
、
文
字
の
配
列
に
も
工
夫

が
必
要
で
は
な
い
の
か
、
審
議

の
結
論
を
も
っ
と
ま
と
め
て
掲

載
し
て
は
ど
う
か
と
指
摘
を
い

た
だ
い
た
。

　

今
回
の
研
修
を
活
か
し
、
市

民
の
方
が
楽
し
み
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
こ
と
を
目
指
し
編
集

活
動
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
う
。

野副　 昭 委員長

１月７日　議会広報編集特別委員会
１月14日～ 15日
　　　　　議会広報編集特別委員会行政視察研修

（広島県大竹市・坂町）
１月16日　議会広報編集特別委員会
１月20日～ 21日
　　　　　文教厚生常任委員会行政視察研修（総

社市、浅口市）
１月23日　第212回県内市議会議長会
１月29日　議会広報編集特別委員会
１月29日　茨城県守谷市議会より行政視察
２月３日　兵庫県赤穂市議会より行政視察
２月３日～４日　全国市議会議長会基地協議会第

78回総会（東京都）
２月４日　文教厚生常任委員会
２月６日　総務常任委員会
２月９日　議会全員協議会
２月13日　埼玉県北葛飾郡松伏町議会より行政視

察
２月16日　議会改革検討特別委員会 分科会
２月17日　産業建設常任委員会

２月20日　総務常任委員会
２月20日　文教厚生常任委員会
２月23日　議会全員協議会
２月25日　議会運営委員会
２月27日～３月24日
　　　　　平成27年神埼市議会第１回定例会
３月２日　平成26年度予算特別委員会
３月５日　議会広報編集特別委員会
３月６日～７日
　　　　　韓国霊岩郡訪問（議長・副議長）
３月10日　議会運営委員会
３月12日　平成26年度予算特別委員会
３月12日～ 13日、16日～ 17日
　　　　　平成27年度予算特別委員会
３月18日　総務常任委員会
３月18日　文教厚生常任委員会
３月19日　産業建設常任委員会
３月19日　議会改革検討特別委員会 小委員会
３月19日　議会改革検討特別委員会
３月24日　議会全員協議会

《議会の動き》（Ｈ27年１月～３月）

議会広報編集特別委員会行政視察（坂町）
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一般質問

議
員　

脊
振
支
所
、診
療
所
、

公
民
館
が
老
朽
化
し
て
、
整

備
・
再
編
が
喫
緊
の
課
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
取

り
組
み
と
考
え
を
伺
う
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

極
力

早
い
段
階
で
方
向
性
の
取
り

ま
と
め
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員　

城
原
川
治
水
の
推
進

に
つ
い
て
、
山
口
佐
賀
県
新

知
事
に
対
し
て
強
く
働
き
か

け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

今
後
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

こ
れ
か
ら
の
神
埼
の

治
水
対
策
、
水
没
地
区
だ
け

で
な
く
上
流
か
ら
下
流
ま

で
、
様
々
に
困
っ
て
い
る
事

脊
振
町
老
朽
化
す
る
公
共
施
設
整
備
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
早
く

脊
振
町
を
優
先
し
た
い
気
持
ち
は
持
っ
て
い
る

市

白石　昌利 議員

の
対
策
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。

議
員　

市
立
図
書
館
は
、
自

治
体
及
び
神
埼
市
文
化
の
顔

で
あ
る
。そ
の
館
長
に
は
、運

営
の
権
限
を
持
た
せ
て
頂
く

熱
意
が
必
要
だ
が
考
え
を
伺

う
。

教
育
長　

市
長
と
相
談
し
て

い
き
た
い
。

議
員　

地
域
の
活
性
化
、
一

万
人
の
人
を
寄
せ
る
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
競
技
ま
た
、
災
害

時
に
は
防
災
拠
点
と
な
る
こ

う
い
っ
た
施
設
が
あ
れ
ば
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う

が
、
野
球
場
を
核
と
し
た
総

合
公
園
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

前
向
き
に
や
り
ま

す
。
活
性
化
の
一
つ
の
方
策

だ
と
思
う
の
で
今
後
し
っ
か

り
考
え
た
い
。

《
城
原
川
の
治
水
対
策
》

《
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
》

《
こ
れ
か
ら
の
図
書
館　

　
　
　

を
考
え
る
》

議
員　

目
指
し
て
来
た
合
併

は
、
相
手
方
か
ら
時
期
尚
早

の
返
答
態
度
を
示
さ
れ
た
と

報
告
を
受
け
た
が
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

１
月

８
日
、
市
長
と
相
手
方
ト
ッ

プ
が
会
談
を
さ
れ
た
が
、
現

時
点
に
お
い
て
は
協
議
で
き

る
状
況
に
は
な
い
。

議
員　

全
員
協
議
会
で
の
報

告
が
あ
っ
た
時
に
、私
は「
も

う
切
り
替
え
た
方
が
い
い
」

と
発
言
し
ま
し
た
。
合
併
と

い
う
花
を
咲
か
せ
る
芽
は
残

す
と
し
て
も
、
市
単
独
で
の

懸
案
事
項
の
解
消
解
決
に
向

け
て
始
動
す
る
時
機
で
は
な

い
か
。

市
長　

非
常
に
難
し
く
微
妙

な
と
こ
ろ
。
将
来
、
市
民
負

10
年
目
を
迎
え
る
合
併
と
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
合
併
に
つ
い
て

神
埼
市
単
独
で
の
方
向
性
を
出
し
、し
っ
か
り
臨
み
た
い

市

田原　和幸 議員

担
の
軽
減
を
図
る
な
ら
一
緒

に
な
っ
た
方
が
い
い
と
い
う

思
い
が
ま
だ
あ
る
。
し
か

し
、
神
埼
市
と
し
て
の
プ
ラ

ン
を
市
民
の
理
解
を
得
、
立

て
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

議
員　

合
併
を
見
据
え
る
中

で
、
市
単
独
で
取
り
組
む
事

業
、
取
り
組
め
る
事
業
が
手

を
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
感

じ
る
。ど
う
取
り
組
む
の
か
。

合
併
特
例
債
、
あ
る
い
は
過

疎
債
な
ど
財
政
状
況
も
あ
る

と
思
う
が
。

市
長　

方
向
性
を
出
し
た

い
。
行
政
方
の
機
関
が
一
ヶ

所
に
あ
れ
ば
非
常
に
効
率
的

だ
、
Ｊ
Ａ
さ
ん
の
協
力
も
得

た
い
。
時
間
が
迫
っ
て
い
る

の
で
、
し
っ
か
り
と
望
み
た

い
。
御
協
力
を
。

そ
の
他
の
質
問

　

10
周
年
事
業
に
つ
い
て
、

西
九
州
大
学
と
神
埼
の
「
歴

史
共
同
講
座
開
設
の
提
案
」
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松
永
総
務
企
画
部
長　

先
行

自
治
体
の
事
例
な
ど
か
ら
情

報
を
収
集
し
研
究
し
て
い
る
。

地
域
の
課
題
と
隊
員
の
資
質

を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
市
と

地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
隊
員

を
活
用
で
き
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

慎
重
に
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

議
員　

雇
用
条
件
に
伴
い
、

議
員　

神
埼
市
総
合
計
画
に

基
づ
き
、
賑
わ
い
の
あ
る
商

工
業
の
創
出
、
魅
力
あ
る
観

光
振
興
を
講
じ
て
お
ら
れ

る
。
市
長
が
言
わ
れ
る
、
吉

野
ヶ
里
公
園
の
来
訪
者
を

ほ
っ
て
お
く
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。
王
仁
顕
彰
公
園
、
仁
比

山
公
園
、九
年
庵
、脊
振
ジ
ャ

ピ
ー
跡
、
山
岳
仏
教
等
又
後

鳥
羽
神
社
等
、
最
後
は
門
前

広
場
で
特
産
品
の
買
い
物
、

夢
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

市
長
の
夢
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

市
長　

議
員
よ
り
提
案
し
て

頂
い
た
、
数
多
く
の
歴
史
文

化
遺
産
が
存
在
し
て
お
り
市

の
財
産
で
す
。
後
世
に
引
き

継
い
で
い
く
責
任
が
あ
る
。

地
方
創
生
法
に
基
づ
く
、神
埼
市
の
経
済
等
活
性
化
対
策
は

国
の
交
付
金
を
活
用
し
地
域
経
済
活
性
化
に
努
め
る

市

廣瀧　恒明 議員

王
仁
顕
彰
公
園
の
整
備
、
門

前
広
場
や
古
賀
銀
行
跡
を
核

と
し
て
、
中
心
市
街
地
拠
点

整
備
、
ひ
い
て
は
３
町
の
活

性
化
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

議
員　

地
方
創
生
の
一
環
と

し
て
、
過
疎
対
策
事
業
債
の

拡
充
も
さ
れ
て
い
る
。
地
方

創
生
特
別
分
も
創
設
さ
れ
る

が
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
が

深
刻
な
過
疎
地
域
で
、
し
っ

か
り
活
用
で
き
る
方
策
を
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

議
員

の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
平

成
27
年
度
計
画
で
、
過
疎
地

に
お
け
る
公
共
施
設
の
老
朽

化
対
策
等
に
対
応
す
る
為
に

増
額
す
る
と
共
に
、
事
業
推

進
す
る
た
め
創
設
さ
れ
た
。

農
林
業
近
代
化
施
設
、
地
域

産
業
振
興
策
、
雇
用
に
つ
な

が
る
高
齢
者
福
祉
施
設
、
保

育
所
等
の
補
助
と
さ
れ
て
い

る
。
市
と
し
て
は
総
合
戦
略

に
お
い
て
施
設
の
雇
用
を

図
っ
て
い
く
。

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

 

に
つ
い
て

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

 

に
つ
い
て

議
員　

地
方
自
治
体
が
都
市

住
民
の
受
入
れ
を
委
嘱
し
、

地
域
お
こ
し
活
動
の
支
援
や

農
林
漁
業
の
応
援
、
住
民
の

生
活
支
援
な
ど
、
地
域
協
力
活

動
に
従
事
し
て
も
ら
い
、
そ
の

安
定
、
定
着
を
図
り
な
が
ら
地

域
の
活
性
化
の
貢
献
す
る
事

業
で
あ
る
隊
員
の
報
酬
、
活
動

員
、活
動
に
要
す
る
経
費
な
ど
、

国
が
支
援
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
多
く
の
自
治
体
が
、
こ
の

事
業
に
取
り
組
ま
れ
成
果
が

出
て
い
る
と
の
事
。
市
と
し

て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
入
れ
の
検
討
は

先
行
自
治
体
か
ら
情
報
収
集
し
研
究
し
て
い
る

市

原口ひさよ 議員

指
導
員
が
大
幅
に
入
れ
か
わ

る
こ
と
に
よ
り
、
指
導
員
の

確
保
や
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

に
支
障
を
来
た
す
の
で
は
な

い
か
。

平
方
教
育
部
長　

雇
用
条
件

に
お
い
て
は
、
他
の
自
治
体

も
同
じ
課
題
で
あ
る
為
、
各

自
治
体
と
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
、
安
心
・
安
全
な
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

古くなった脊振診療所

古くなった脊振公民館

放課後児童クラブ
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議
員　

東
京
な
ど
都
会
に
生

活
し
て
い
る
人
が
、
ふ
る
さ

と
を
思
い
、
よ
く
な
っ
て
ほ

し
い
と
の
気
持
ち
で
寄
附
を

す
る
こ
の
制
度
は
す
ば
ら
し

い
制
度
。
こ
れ
か
ら
も
健
全

に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
寄
附
者
の
気
持
ち
に
応
え

る
事
業
は
一
体
何
な
の
か
、

そ
れ
を
し
っ
か
り
と
つ
か
ん

で
市
政
を
や
っ
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

平
成

26
年
度
の
市
へ
の
寄
附
は
14

件
、
５
１
９
万
円
。
制
度
発

足
以
降
の
累
計
は
、
85
件
の

約
１
億
２
，
６
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

充
当
事
業
は
累
計
で
73
件
、

総
額
９
４
３
万
円
。
残
額
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
更
な
る
健
全
な
発
展
へ

寄
附
者
の
心
を
確
実
に
形
に
す
る

市

原　　信義 議員

ふ
る
さ
と
基
金
に
積
み
立
て

て
い
る
。

議
員　

充
当
総
額
（
こ
れ
ま

で
に
使
っ
た
金
額
）
は
寄
附

総
額
の
７
・
５
％
。
こ
れ
は

少
な
く
な
い
で
す
か
。
ど
う

運
用
し
て
い
く
か
の
基
本
方

針
が
確
立
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

徳
渕
政
策
推
進
室
長　

以
前

お
一
人
様
か
ら
１
億
円
の
寄

附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
除
け
ば
40
数
％

の
充
当
率
と
な
り
ま
す
。
１

億
円
に
つ
い
て
は
き
ち
ん
と

し
た
充
当
策
を
見
つ
け
る
必

要
が
あ
る
。

議
員　

従
来
、
基
金
に
つ
い

て
は
そ
の
果
実
（
運
用
益
）

を
使
っ
て
き
た
が
、
ゼ
ロ
金

利
の
今
日
、
基
金
そ
の
も
の

を
事
業
に
充
当
し
て
い
く
の

か
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

寄
附

者
の
心
を
確
実
に
形
に
し
て

い
く
た
め
に
、
元
金
充
当
で

す
す
め
た
い
。

議
員　

空
き
家
対
策
に
関
す

る
法
が
制
定
さ
れ
、
市
と
し

て
の
今
後
の
対
応
と
こ
の
法

に
よ
り
改
善
点
は
あ
る
の

か
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

本
来

で
あ
れ
ば
、
所
有
者
の
方
が
適

正
に
空
き
家
に
つ
い
て
は
管

理
を
し
て
頂
く
の
が
大
前
提

と
い
う
事
に
成
っ
て
ま
す
が
、

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
の

制
定
に
よ
り
、
立
入
検
査
の
権

限
を
与
え
ら
れ
た
の
で
、
市

に
お
い
て
適
正
な
指
導
を
行

い
、
ま
た
所
有
者
が
特
定
で

き
な
い
時
ど
の
様
な
対
応
策

が
打
て
る
の
か
、
先
進
事
例

等
も
研
究
し
検
討
し
た
い
。

議
員　

農
道
が
関
わ
る
交
差

点
で
の
事
故
が
多
い
。
神
埼

充
分
管
理
さ
れ
て
い
な
い
特
定
空
き
家
の
対
策
は

新
法
の
制
定
に
よ
り
立
入
検
査
の
権
限
を
付
与
さ
れ
た

市

山口　義文 議員

署
管
内
で
の
事
故
件
数
が
県

内
上
位
で
あ
る
と
の
新
聞
報

道
が
あ
っ
た
。
市
内
の
事
故

状
況
に
対
す
る
認
識
は
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

非
常

に
見
通
し
の
い
い
場
所
で
の

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

交
通
や
運
転
の
マ
ナ
ー
の
怠

り
が
発
生
を
招
い
て
い
る
。

市
と
警
察
と
、
ま
た
地
元
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
必
要

な
場
所
に
要
望
を
行
う
。
市

独
自
で
設
置
す
る
看
板
に
つ

い
て
も
注
意
喚
起
を
促
す
手

段
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
十

分
地
元
と
協
議
し
て
設
置
を

致
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

　

婦
人
会
の
組
織
・
活
動
等

に
つ
い
て

　

市
と
し
て
婦
人
会
に
対
し

ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
で
、

ど
の
よ
う
な
団
体
と
考
え
て

あ
る
の
か
。

ふるさとの「菱焼酎」

事故の多い交差点
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議
員　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
を
学
び
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
む
考
え
が
な
い
の

か
。

宇
曽
谷
産
業
建
設
部
長　

商

工
業
者
等
の
民
間
活
力
と
連

携
し
た
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
県
の
補
助
事
業
と
し
て

整
備
し
て
い
る
関
係
上
、
目

的
外
使
用
の
制
約
や
老
朽
化

等
の
問
題
が
あ
る
。

議
員　

遊
学
館
を
核
と
し
て

活
か
す
た
め
に
は
、
責
任
を

持
っ
た
予
算
計
上
、
対
策
を

や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

高
速
道
路
の
北
側
一

帯
で
、
朝
日
・
城
原
ま
で
の

広
域
の
と
こ
ろ
で
散
策
が
で

き
る
よ
う
な
面
的
な
整
備
を

あ
る
程
度
や
る
必
要
が
あ

水
車
の
里
遊
学
館
の
活
性
化
対
策
は

民
間
や
地
域
の
団
体
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、今
後
研
究

市

中野　　均 議員

る
。

議
員　

補
助
事
業
で
整
備
し

た
と
い
わ
れ
る
が
、
補
助
金

適
正
化
法
の
期
限
が
過
ぎ
て

い
る
の
で
な
い
か
。

大
久
保
建
設
課
長　

市
の
ほ

う
で
は
、
平
成
30
年
3
月
ま

で
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

水
車
の
里
の
施
設
を

生
か
し
た
研
究
を
さ
れ
、
観

光
地
仁
比
山
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
が
。

副
市
長　

平
成
26
年
度
か
ら

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
。

ご
意
見
、
提
案
を
聞
き
な
が

ら
、
全
体
論
と
し
て
研
究
し

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

道
路
行
政
に
つ
い
て

・
道
路
改
良
の
目
的
と
規
制

　

見
直
し
に
つ
い
て

議
員　

若
者
の
恋
愛
に
干
渉

す
る
よ
う
な
条
例
と
か
な
ん

か
、
そ
う
い
う
も
の
は
ご
ざ

い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

平
方
教
育
部
長　

そ
う
い
っ

た
具
体
的
な
条
例
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

議
員　

三
十
路
を
過
ぎ
て
き

ま
す
と
、
恐
ら
く
恋
愛
に
も

打
算
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
婚
活
を
そ
の
こ

ろ
、
つ
ま
り
三
十
路
過
ぎ
て

始
め
る
よ
り
も
、
十
八
、
十

九
、
二
十
ご
ろ
に
、
若
者
に

婚
活
し
た
ほ
う
が
う
ま
く
い

く
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

神
埼

市
の
デ
ー
タ
を
見
ま
す
と
、

晩
婚
化
と
い
う
の
が
非
常
に

目
立
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う

い
う
観
点
か
ら
も
、
出
会
い

若
者
と
恋
愛
と
結
婚

マ
イ
ル
ド
婚
活
を
し
て
い
る

市

宮地　　明 議員

の
場
を
提
供
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
先
般
よ
り
マ
イ
ル

ド
婚
活
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

議
員　

婚
姻
と
い
う
と
き

に
、
若
者
が
年
上
の
人
か
ら

言
わ
れ
る
の
が
経
済
力
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
就
職
と
結
婚

が
若
者
の
大
き
な
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。
従
業
員
と
な
る

だ
け
で
な
く
起
業
す
る
こ
と

も
含
め
て
、
神
埼
市
は
ど
う

取
り
組
み
、
ど
う
応
援
さ
れ

る
で
し
ょ
う
か
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

雇
用

の
場
の
創
設
、
子
育
て
支

援
、
保
育
料
に
つ
い
て
も
国

の
基
準
に
比
べ
れ
ば
か
な
り

安
い
。
神
埼
市
で
結
婚
、
子

育
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

配
慮
で
、
本
年
の
当
初
予
算

も
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

観光地仁比山のイメージアップを
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議
員　

国
の
医
療
制
度
改
革

骨
子
に
お
け
る
新
た
な
負
担

増
の
状
況
は
。

高
平
市
民
福
祉
部
長　

入
院

食
事
費
は
現
行
一
食
二
百
六

十
円
を
、
平
成
三
十
年
に
は

四
百
六
十
円
へ
。
大
病
院
の

初
診
、
再
診
に
お
け
る
定
額

負
担
の
導
入
。
国
保
保
険
料

の
賦
課
限
度
額
、
二
十
七
年

度
よ
り
四
万
円
の
引
き
上
げ

が
示
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

こ
の
間
、
一
般
会
計

よ
り
国
保
会
計
に
繰
り
入
れ

を
行
い
、
国
保
税
の
引
き
下

げ
を
一
貫
し
て
求
め
て
き
た

が
、
今
回
国
の
新
年
度
予
算

で
国
民
健
康
保
険
の
財
政
支

援
と
し
て
、
低
所
得
数
に
応

じ
た
支
援
を
目
的
と
し
て
総

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め
る

自
治
体
で
補
て
ん
が
可
能
で
あ
る
な
ら
進
め
た
い

市

佐藤　知美 議員

額
一
千
七
百
億
円
が
国
保
会

計
に
繰
り
入
れ
が
な
さ
れ
る
。

こ
の
支
援
金
を
活
用
し
て
、

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め

る
。

市
民
福
祉
部
長　

国
保
は
平

成
三
十
年
度
よ
り
県
の
運
営

と
な
る
が
、
二
十
九
年
度
ま

で
の
国
保
の
財
政
支
援
は
大

き
な
期
待
で
あ
る
が
、
保
険

料
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は

厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

来
年
度
予
算
の
支
援

金
を
活
用
し
て
京
都
市
な
ど

少
な
か
ら
ぬ
自
治
体
で
国
保

税
の
引
き
下
げ
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
立
場
に

市
長
は
立
つ
気
が
あ
る
か
。

市
長　

国
保
税
と
し
て
、
県

下
が
同
じ
負
担
に
な
っ
て
く

る
と
い
う
想
定
は
で
き
る
。

そ
れ
を
超
え
て
安
く
す
る
と

い
う
の
は
、
自
治
体
で
補
て

ん
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

可
能
で
あ
る
な
ら
進
め
て
み

た
い
。

議
員　

景
気
回
復
と
共
に
最

重
要
課
題
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
「
教
育
再
生
」
で
は
、

政
権
復
帰
し
た
こ
の
２
年
で

道
徳
の
教
科
化
や
教
育
委
員

会
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
戦

後
教
育
を
大
き
く
転
換
す
る

政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

が
、
学
校
現
場
か
ら
は
、
政

治
色
の
強
い
改
革
の
行
方
に

懸
念
の
声
も
広
が
っ
て
い

る
。
こ
の
道
徳
は
２
０
１
８

年
を
目
途
に
検
定
教
科
書
を

使
う
正
式
教
科
と
な
り
、
子

ど
も
の
「
内
心
」
を
評
価
す

る
事
に
な
る
が
、
評
価
が
難

し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後

の
対
処
取
り
組
み
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
考
え
な
の
か
尋

ね
る
。 道

徳
教
育
の
教
科
化
に
つ
い
て

国
の
動
向
を
注
視
し
対
処
し
て
い
き
た
い

市

木原　憲治 議員

平
方
教
育
部
長　

道
徳
教
育

の
改
善
に
関
す
る
論
議
の
発

端
と
な
っ
た
の
が
い
じ
め
の

問
題
へ
の
対
応
で
あ
り
、
児

童
・
生
徒
が
こ
う
し
た
現
実

の
困
難
な
問
題
に
対
処
す
る

実
効
性
の
あ
る
力
を
育
成
し

て
い
く
上
で
、
道
徳
教
育
の

果
た
す
役
割
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
道
徳

が
教
科
に
な
っ
た
場
合
に
子

供
が
道
徳
性
を
ど
の
程
度
身

に
つ
け
た
の
か
を
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
の
か
が
、
問
題

点
で
、
数
字
に
よ
る
評
価
は

な
じ
ま
な
い
事
も
あ
り
、
国

の
動
向
を
注
視
し
教
育
委
員

会
と
も
連
携
し
な
が
ら
対
処

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

と
公
表
に
つ
い
て

・
全
国
体
力
テ
ス
ト
の
結
果

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

・
土
曜
授
業
の
導
入
に
つ
い

て
・
１
学
年
１
学
級
以
下
の
小

中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い

て

菱焼酎

受診率を上げて健康増進を！

昨年末に導入されたタブレット
（ＩＣ機器教師用）
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議
員　

中
央
公
民
館
、
図
書

館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
、
利
用
客
が
見
込
め
る

中
、
現
在
の
専
用
駐
車
場
で

は
絶
対
駐
車
台
数
が
足
ら
な

い
の
は
大
き
な
問
題
で
は
な

い
か
。

平
方
教
育
部
長　

平
日
に
お

い
て
は
、
不
足
は
生
じ
て
い

な
い
。
日
祭
日
の
大
き
な
催

し
な
ど
で
は
、
駐
車
台
数
が

不
足
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
。

議
員　

北
側
の
公
園
「
こ
ど

も
広
場
」
の
駐
車
場
利
用
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

宇
曽
谷
産
業
建
設
部
長　

今

後
の
来
館
者
増
加
に
よ
る
慢

性
的
な
駐
車
場
不
足
等
が
予

想
さ
れ
る
場
合
は
、
利
用
者

公
共
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

駐
車
場
に
つ
い
て
は
拡
張
な
り
を
検
討
す
る

市

簑原　　忍 議員

の
意
見
や
管
理
者
と
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
国
の
意
見

等
を
聞
き
な
が
ら
対
処
し
て

い
く
。

議
員　

高
速
バ
ス
利
用
者
駐

車
場
の
運
営
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
有
料
に
で

き
な
い
か
。

市
長　

受
益
者
負
担
は
、
当

然
、
公
平
に
行
な
う
べ
き
だ

と
考
え
る
。

議
員　

今
後
、
回
数
券
の
利

用
促
進
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
回
数
券
は
現
在

本
人
し
か
使
え
な
い
。

甲
斐
高
齢
障
が
い
課
長　

回

数
券
は
一
人
の
方
が
何
度
で

も
多
く
来
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
願
い
か
ら
つ
く
っ
て
い

る
。
回
数
券
の
主
旨
を
よ
く

検
討
さ
せ
た
い
。

議
員　

超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
在
宅
医
療
の
重
要
性
に

伴
い
、
高
齢
者
の
透
析
患
者

は
暮
し
て
い
く
活
動
や
生
活

の
場
が
制
限
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
平
成
26
年
度
か
ら
の
特

定
除
外
制
度
の
廃
止
で
早
急

な
対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。

高
平
市
民
福
祉
部
長　

特
定

除
外
制
度
は
特
定
の
疾
病
に

あ
る
患
者
の
長
期
入
院
に
よ

る
診
療
報
酬
を
引
き
下
げ
な

い
制
度
で
あ
っ
た
が
、
急
性

期
病
床
と
療
養
病
床
の
明
確

化
を
行
な
う
為
に
廃
止
さ
れ

た
。

議
員　

神
埼
市
内
で
地
区
別

透
析
の
人
数
は
。

園
田
福
祉
事
務
所
長　

神
埼

町
48
名
、
千
代
田
町
26
名
、

透
析
患
者
療
養
の
場
の
確
保
は

医
師
会
と
情
報
連
携
を
図
っ
て
い
く

市

野副　 昭 議員

脊
振
町
４
名
の
78
名
で
あ

る
。

議
員　

市
内
に
透
析
が
で
き

る
病
院
は
あ
る
か
。

甲
斐
高
齢
障
が
い
課
長　

神

埼
市
内
に
は
透
析
が
出
来
る

病
院
が
な
く
、
佐
賀
市
内
に

61
名
、
鳥
栖
市
内
４
名
、
大

川
・
久
留
米
に
13
名
通
院
し

て
い
る
。

議
員　

高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
や
老
々
介
護
で
入
院
し
に

く
く
な
り
、
通
院
も
時
間
と

お
金
が
か
か
る
。
災
害
時
に

は
通
院
も
困
難
と
な
り
、
生

命
に
か
か
わ
り
本
人
の
不
安

も
大
き
く
な
る
。
神
埼
市
内

に
透
析
を
受
け
ら
れ
る
病
院

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

医
師
会
に
誘
致
の
話

も
し
て
い
る
が
病
院
側
も
利

益
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な

い
の
か
辞
退
さ
れ
た
。
災
害

の
時
に
近
く
に
病
院
が
あ
れ

ば
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
で
、
囲

い
込
み
は
あ
っ
て
い
な
い

か
。

　

 

も
み
じ
の
湯
の

 

回
数
券
利
用
に
つ
い
て専用駐車場

透析病院と治療室

も
み
じ
の
湯



神埼市議会だより　第34号

20

一般質問

議
員　

王
仁
博
士
顕
彰
公
園

建
設
に
概
算
３
億
円
も
か
け

て
整
備
す
る
目
的
と
必
要
性

に
つ
い
て
。

宇
曽
谷
産
業
建
設
部
長　
「
神

埼
の
夢
資
源
〝
王
仁
博
士
〟

の
功
績
を
楽
し
く
学
び
、
継

承
す
る
公
園
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
と
し
、
王
仁
博
士
の

顕
彰
を
通
じ
て
、
神
埼
市
の

歴
史
、
文
化
を
広
く
学
ぶ
場
、

ま
た
、
市
民
同
士
は
も
と
よ

り
、
国
内
外
と
の
文
化
的
な

交
流
と
憩
い
の
場
を
整
備
し
、

地
域
活
性
化
、
人
と
人
と
の

交
流
増
進
や
市
内
の
歴
史
、

文
化
を
広
く
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
観
光
振
興
を
図
る
た

め
、
新
た
な
市
内
観
光
ル
ー

ト
の
開
発
を
目
的
と
し
て
い

王
仁
博
士
顕
彰
公
園
建
設
に
つ
い
て

地
域
活
性
化
、
観
光
振
興
を
図
る

市

野口　英樹 議員

る
。
ま
た
、
新
た
な
観
光
拠

点
づ
く
り
や
地
域
の
個
性
的

な
観
光
資
源
、
各
施
設
等
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、

さ
ら
な
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

今
年
四
月
上
旬
に
市

民
公
募
を
含
め
た
、
韓
国
霊

岩
郡
王
仁
博
士
誕
生
地
訪
問

ツ
ア
ー
で
、
一
般
市
民
は
有

料
で
、
議
員
は
ど
う
し
て
無

料
な
の
か
。

宇
曽
谷
産
業
建
設
部
長　

議

員
の
霊
岩
郡
訪
問
は
、
郡
庁

へ
の
表
敬
訪
問
や
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
等
が
あ
り
、
公
式

行
事
と
し
て
、
神
埼
市
議
会

の
代
表
議
員
の
立
場
で
公
務

と
し
て
参
加
し
て
頂
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員　

桜
マ
ラ
ソ
ン
開
催
日

は
、
桜
の
満
開
時
に
出
来
な

い
の
か
、
折
角
日
の
隈
公
園

ま
で
の
桜
並
木
を
通
過
さ
れ

る
の
に
三
月
末
開
催
で
再
度

調
整
は
出
来
な
い
の
か
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

こ
れ

ま
で
の
大
会
で
は
、
桜
が

散
っ
た
開
催
と
な
り
、
ラ
ン

ナ
ー
の
方
か
ら
も
（
桜
が

散
っ
て
い
て
残
念
だ
っ
た
）

と
の
声
も
あ
っ
て
お
り
ま

す
。

　

神
埼
市
と
し
て
、
３
月
末

開
催
の
実
現
に
向
け
て
、
関

係
機
関
と
の
調
整
を
図
り
要

望
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

現
在
、
新
語
に
（
健

康
寿
命
）
と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む

健
康
寿
命
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

体
育
協
会
活
動
に
つ
い
て

市

西原　正剛 議員

中
、
誰
で
も
、
健
康
で
明
る

く
生
涯
を
過
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
齢

化
社
会
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を

活
用
し
た
施
策
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
い
。
例
と
し
て
、

市
内
各
地
で
競
技
さ
れ
て
い

る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
雨
天
時

で
も
競
技
が
出
来
る
屋
根
付

き
コ
ー
ト
を
整
備
し
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
考
え
は
な

い
の
か
。

平
方
教
育
部
長　

屋
根
付
き

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
整
備
に
つ

い
て
は
、
嬉
野
市
、
上
峰
町
、

江
北
町
な
ど
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
だ

け
で
な
く
、
保
育
園
の
運
動

会
、
各
年
齢
層
で
の
利
用
価

値
が
あ
る
施
設
と
し
て
、
市

民
交
流
事
業
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
出
来
る
多
目
的
な

利
用
を
視
野
に
入
れ
た
と
こ

ろ
で
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

韓国霊岩郡 百済門

ゲートボール風景
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議
員　

男
女
共
同
参
画
・
人

権
教
育
の
意
識
づ
く
り
は
、

教
育
現
場
で
の
影
響
が
大
き

い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
学

校
現
場
に
お
け
る
教
育
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

平
方
教
育
部
長　

小
学
校
低

学
年
の
時
期
か
ら
道
徳
・
特

別
活
動
・
授
業
・
学
校
行
事
な

ど
学
習
活
動
の
中
で
、
道
徳

的
な
心
情
・
判
断
力
を
養
い
、

将
来
の
男
女
共
同
参
画
社
会
に

向
け
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

子
宮
頸
が
ん
予
防
に

は
細
胞
診
・「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
」

の
方
法
が
あ
り
、
早
期
発
見

が
可
能
で
あ
る
。
受
診
時
に

お
け
る
、「
併
用
診
」
の
導

入
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

高
平
市
民
福
祉
部
長　

Ｈ
Ｐ

男
女
共
同
参
画
社
会
の
確
保
・
が
ん
予
防
対
策
に
つ
い
て

道
徳
教
育
の
実
践
・
関
係
機
関
の
動
向
を
も
と
に

市

松本　軍二 議員

Ｖ
検
査
は
遺
伝
子
レ
ベ
ル
の

検
査
で
ウ
イ
ル
ス
検
出
が
高

く「
併
用
診
」導
入
の
自
治
体

も
多
い
。し
か
し
な
が
ら
、厚

生
労
働
省
で
は
検
診
の
実
施

方
法
を
検
討
中
で
あ
り
、
国

の
動
向
を
見
守
り
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
の
健
診
内
容
と

な
る
よ
う
検
討
を
重
ね
る
。

議
員　

検
診
当
日
、
身
体
の

不
具
合
に
よ
り
バ
リ
ウ
ム
検

査
が
出
来
な
い
受
診
予
定
者

に
対
し
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の

「
代
替
検
診
」
と
し
て
、
導

入
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

市
民
福
祉
部
長　

現
在
、が
ん

検
診
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
会
に
お
い
て
、
胃
が
ん
検

診
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し

作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ピ

ロ
リ
菌
検
査
の
導
入
に
つ
い

て
審
議
中
で
あ
り
、
今
後
関

係
機
関
の
意
見
な
ど
を
基
に

検
討
を
重
ね
る
。

議
員　

市
長
は
自
分
の
選
挙

公
約
に
、「
子
ど
も
が
健
や

か
に
育
つ
ま
ち
と
し
て
子
ど

も
の
健
康
対
策
」
を
掲
げ
て

お
ら
れ
る
。
当
選
後
一
年
に

な
る
が
具
体
的
に
ど
う
い
う

対
策
を
新
た
に
作
っ
た
の

か
。

　

す
で
に
県
内
十
一
市
町
に

お
い
て
中
学
三
年
生
ま
で
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

に
補
助
制
度
を
作
っ
て
い

る
。
神
埼
市
も
是
非
作
る
べ

き
で
あ
る
。

高
平
市
民
福
祉
部
長　

市
民

の
相
談
業
務
、
検
診
事
業
の

充
実
を
図
り
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
含
め
、
ま
ず
予
防
が

大
事
で
あ
る
こ
と
を
特
に
考

え
て
い
る
。
従
っ
て
予
防
へ

の
取
り
組
み
も
重
点
的
に

子
ど
も
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
制
度
を
つ
く
れ

予
防
へ
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
実
施
し
た
い

市

福田　淸道 議員

や
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

王
仁
博
士
顕
彰
公
園

は
日
本
と
韓
国
、
中
国
と
の

古
代
か
ら
近
現
代
に
至
る
交

流
の
歴
史
を
学
ぶ
場
と
し
て

位
置
づ
け
る
べ
き
と
考
え

る
。
特
に
、
日
本
の
明
治
以

降
の
近
代
化
の
中
で
、朝
鮮
、

中
国
へ
の
侵
略
の
歴
史
に
、

私
達
は
し
っ
か
り
と
向
き
合

う
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

韓
国
の
霊
岩
郡
と
の

王
仁
博
士
を
通
し
た
交
流
を

密
接
に
す
る
中
で
、
様
々
な

こ
と
が
生
じ
て
来
る
。
し
か

し
そ
れ
を
通
し
て
お
互
い
に

勉
強
し
、
正
し
く
歴
史
を
理

解
し
て
い
く
機
会
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ

を
国
際
交
流
の
拠
点
と
な
る

場
と
位
置
付
け
、
国
際
感
覚

を
持
っ
た
人
材
の
育
成
、
産

業
経
済
交
流
の
促
進
に
努
め

た
い
。

　

ねえ、知ってる？

子宮頸がんって、

20代から 30代の女性に

増えているんだって！

竹原の鰐神社
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編
集
後
記

訂
　
正

　

３
月
、
４
月
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節

で
す
。
卒
業
式
・
入
学
式
と
そ
の
つ
ど
子

ど
も
の
成
長
に
喜
び
を
感
じ
る
保
護
者
の

み
な
さ
ん
と
、
時
を
同
じ
く
す
る
機
会
が

数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
我
が
家
の
長
男
も

３
年
間
の
専
門
学
校
に
と
親
元
を
旅
立
ち

ま
し
た
。

　

１
人
暮
ら
し
を
始
め
て
３
、
４
日
後
に

は
「
バ
イ
ト
を
見
つ
け
た
よ
」、「
本
棚
や

服
を
カ
ー
ド
で
買
っ
た
か
ら
通
帳
か
ら
落

ち
る
け
ど
ビ
ッ
ク
リ
せ
ん
で
ね
」
と
母
親

の
元
に
メ
ー
ル
を
送
っ
て
き
た
。

　

親
が
思
う
ほ
ど
心
配
す
る
こ
と
な
く
、

子
ど
も
は
し
っ
か
り
と
生
活
を
積
み
重
ね

成
長
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
に
安
堵
し
な

が
ら
も
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
同
じ
よ
う
に

子
ど
も
の
更
な
る
成
長
を
楽
し
み
に
親
は

精
一
杯
の
努
力
を
お
し
ま
な
い
日
々
が
続

く
。�

（
記　

佐
藤　

知
美
）

⑴
11
月
号
「
２
月
定
例
会
」

と
あ
る
の
は
、
正
し
く

は
「
11
月
定
例
会
」
で

す
。

⑵
第
33
号
平
成
27
年
「
２

月
28
日
」と
あ
る
の
は
、

正
し
く
は
、「
２
月
10

日
」
で
す
。

⑶
18
頁
一
般
質
問
、
野
副

昭
議
員
の
一
段
目
右

か
ら
５
行
目
、「
約
7

０
０
０
万
人
」
と
あ
る

の
は
、
正
し
く
は
「
約

７
０
０
０
人
」
で
す
。

　

以
上
、
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

野
副　

昭

副
委
員
長　

中
野　
　

均

委
　
　
員　

西
原　

正
剛

委
　
　
員　

野
口　

英
樹

委
　
　
員　

山
口　

義
文

委
　
　
員　

佐
藤　

知
美

神埼市公式ホームページ

市議会のページをリニューアルしました

　平成 27 年４月に神
埼市の公式ホームペー
ジがリニューアルされ
たことに伴い、神埼市
議会のページも新しく
なりました。
　市議会の概要や会議
録 の 検 索、 こ れ ま で
発行した市議会だより
や議会のインターネッ
ト中継など、様々な議
会情報が検索しやすく
なっています。


